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障害乳幼児を対象とした

切れ目ない支援体制の構築

刈谷市立刈谷特別支援学校 第3回実践研究協議会 第２分科会

開校から２年間の研究（センター的機能）での取組

年 度 取 組 内 容

平成30年度

令和元年度

①小中学校との連絡会の実施

②コンサルテーション方式による相談活動の推進

①平成30年度の取組の振り返りと実践

②センター的機能の在り方の検討

本校で行っている取組

連絡会

研修の公開

実践研究協議会

研修講師派遣

教材等の紹介

本校の取組紹介(ＨＰ等)

巡回相談・指導検討会

相談活動(かりとく相談)

ケース会議

特別支援学校のセンター的機能に
期待される６項目

１ 小・中学校の教員への支援機能

２ 特別支援教育等に関する相談・
情報提供機能

３ 障害のある幼児児童生徒への
指導・支援機能

４ 福祉、医療、労働などの
関係機関等との連絡・調整機能

５ 小・中学校等の教員に対する
研修協力機能

６ 障害のある幼児児童生徒への
施設設備等の提供機能

平成17年12月中央教育審議会答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方について」

小・中学校 特別な支援を必要とする
子ども、関わる教員

相談活動（開校から２年間）

幼稚園、保育園からの相談依頼

就学前の乳幼児を対象
にした相談の必要性

○保護者の悩みを聞く機会がない
・子どもへの関わり方に困っていない？
・子どもは落ち着いて過ごせている？

○地域の障害乳幼児
・在籍園なし
・在籍園はあるが、通園できない

・外出の機会や家族以外の人との関わりが少ない
・早期療育の重要性

障害乳幼児相談支援センター
（通称 かもめ相談）

子どもの望ましい発達や成長

・障害乳幼児、保護者、家族、園を支援

・家庭や園での関わり方への支援

・将来を見据えた早期からの支援

・障害児教育の専門性を生かした支援

子育ての手がかり

関係機関や進路

子どもへの見方・関わり方
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かもめ相談 案内

幼稚園、保育園、こども園、
子育て支援センター、
児童発達支援センター 等

・市の担当課を通じて
配布

・刈谷市・知立市・高浜市
３市 79か所

 
障害のある乳幼児にとって、できるだけ早いうちから専門的な教育支援を始めることが、

望ましい発達や成長を促すために有効であると考えています。 

刈谷特別支援学校では、障害児教育の専門性を活かした乳幼児相談を実

施し、障害のあるお子さんやその保護者、家族を支援していきます。 

 

乳幼児相談では 

＊ あそびを通して、お子さんの発達支援を行います。 

＊ お子さんと関わりながら面談を重ねる中で、子育ての手がかりを見つけます。 

＊ 幼稚園や保育園に在籍したまま利用することができます。在籍している園の支援 

も行っていきます。 

＊ 日常生活で配慮することなど、具体的にお伝えします。 

＊ 悩みや不安を共有し、子育てを楽しめるような交流の場を提供します。 

 

 

 
 

対象・内容 
０歳から就学前までの子育てに関する相談 

 
開設日時   月曜日～金曜日 ９時～17時 

（祝日・年末年始は除く） 
 
相談方法 相談の申し込みは随時受け付けます 

•          
    刈谷市立刈谷特別支援学校 
        〒448-0813 刈谷市小垣江町白沢 36番地 

電話：0566-21-7301 
•    メール：tokushi@school.city.kariya.aichi.jp 
                     

担当： 教 頭 （ 高木 ） 
小中部主事（ 佐藤 ） 

かもめ相談 案内

刈谷市立刈谷特別支援学校

障害乳幼児相談支援センター

（通称：かもめ相談）

かもめ相談では、乳幼児相談を実施し、
障害のあるお子さんやその保護者、家族を
支援していきます。

＜連絡先＞
刈谷市立刈谷特別支援学校
〒448-0813 刈谷市小垣江町白沢36番地

電話：0566-21-7301

メール：
tokushi@school.city.kariya.aichi.jp

教頭（高木）、小中学部主事（佐藤）まで

私たちが担当します。 よろしくお願いします！

小中学部主事 佐藤 担当 榊原

名刺代わりのメモを添付 相談する相手の顔が見える

かもめ相談の実際

ケース つながる先

ケース１ 関係機関につながる

ケース２ 就学につながる

ケース３ 在籍園・就学につながる

ケース１（関係機関につながる）

・２歳(相談開始時)、 発達がゆっくり

・子育て支援センターに通所、紹介

・医療機関で「障害ではないか」

・保護者「教育機関で相談したい」

・Ａとご両親で来校
対象児Ａ

・初めての場所、担当者にも落ち着く

・簡単な指示理解や働きかけの受け止めあり

・保護者(母親):Ａとの関わりや子育てに疲れ、就園先 困り感

ケース１（関係機関につながる）

２回目の相談依頼（前回から５日後）

・保護者（母親）からの電話

・相談内容（Ａの自傷、Ａと母親との関わり）

子育て支援センターと連係を図る必要

翌日、子育て支援センターとの打合せ

ケース１（関係機関につながる）

場 所 子育て支援センター

出席者 子育て支援センター（所長、主任、担当職員）、担当課職員
本 校（校長、担当部主事、担当）

内 容

通所状況の未確認、母親の様子について見立ての甘さ

(本 校) ・相談の経過、方向性の確認

・定期的な通所を勧めて良いか

(子育て支援センター)

・通所時（週１日）の様子

・Ａと母親が一緒に遊べる働きかけ

・通所予定あり

・母親のケア：子育て支援センター

・就学までのつながり：かもめ相談

mailto:tokushi@school.city.kariya.aichi.jp
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ケース１（関係機関につながる）

相談キャンセル（打合せ翌日）
・保護者（母親）からの電話
・「子どもの状態が良い」

子育て支援センター職員

・「この日親子で通所、母親が前向き」

・「情報交換ができることが良い」

子育て支援センターへ連絡

「子どもの状態が良い」

保護者(母親)

保護者(母親)の
Ａへの見方が前向きに変化

ケース１（関係機関につながる）

相談依頼から１週間
早い対応、顔を合わせた連係

保護者（母親）への
対応に変化

子育て支援センター

・Ａのできたことを伝える

かもめ相談
・情報共有

・双方の立場に立った役割の確認

打合せ
(つながる)

ケース２（就学につながる）

対象児Ｂ

・５歳（相談開始時）

・在籍園なし

・小学校訪問時の情報より

・小学生の姉兄

・就学まで隔週で来校

７月 初回の相談

・不安と緊張、泣く

・姉兄との関わりの中で成長

・おみやげ教材（次回の持ち物）

ケース２（就学につながる）

〇担当者との関わりに慣れる 関わる人の広がり

〇使用教材を家庭で用意 家庭での遊びの広がり

次回、来校する理由、楽しみ

〇おみやげ教材（次回の持ち物）

・来校時に教材を出し、担当者に渡す
・下校前に教材をかばんに入れる

ケース２（就学につながる）

家庭

・姉兄との関わりの中で成長

就学・家庭生活につながる

・家庭での遊ぶ物・遊び方
の広がり

・定期的に通う場、時間 かもめ相談

・家族以外で関わる人の存在
・教材、遊び方

ケース３（在籍園・就学につながる）

対象児Ｃ

・５歳（相談開始時）

・在籍園あり

・障害発症後、通園できていない

・就学まで隔週で来校

〇見え方、聞こえ方、手の使い方 関わりから確認

〇就学前施設に通い始める 定期的に通う場、時間

〇遊びの中で自らの動きが見られる

・右腕を動かして、風船を動かす
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ケース３（在籍園・就学につながる）

〇在籍園への支援

10月 職員対象に講演（本校職員）

① 早期療育の重要性

② かもめ相談の紹介・役割

③ 合理的配慮と基礎的環境整備

④ インクルーシブ教育 等

・Ｃの登園初回に、本校職員が同行することを確認

他の子どもたちにＣへの関わり方を知らせる

１月 在籍園へ登園（本校職員が同行）

他の子どもたちにＣへの関わり方を知らせる

〇在籍園への支援

ケース３（在籍園・就学につながる）

１ Ｃの見え方、聞こえ方

２ 声の掛け方（肩や手を打つ→名前を呼ぶ）

３ 呼ぶ時の声の大きさ（やさしく大きな声で）

→「(Ｃが)めっちゃ、かんがえている」

ケース３（就学・在籍園につながる）

・障害発症後、在籍園に
通えない

家庭

就学・在籍園登園につながる

・定期的に通う場
(就学前施設・相談)

・就学につながる実態把握

かもめ相談

・Ｃの登園に向けての講演

・登園時の支援

在籍園

・Ｃの見方、関わり方の変化

・在籍園に登園

まとめと今後の課題

・令和３年２月現在 相談依頼 10件（継続中３件）

・対象児Ｂ、Ｃは、４月に本校へ就学予定

就学後の状況を見ながら、かもめ相談としてできる

障害乳幼児や保護者、家族への支援とは何か。

・県内特別支援学校との連係

まとめと今後の課題

・相談のシステム、校内での組織づくり

刈谷特別支援学校のかもめ相談は、
令和２年度に一歩踏み出しました。
これからも一歩ずつ進んでいきます。


